
病院や上下水道といった社会インフラやコン
ビナートなどの電気設備の設計・施工で75
年の歴史を持つ四日市電機株式会社。新
たに展開している電力ケーブルシステムの診
断事業では、画期的な先端技術を持つ海
外企業とライセンス契約を結び、国内で唯
一の技術で業界をリードしている。

精密プレス・板金加工の技術を駆使した“す
きまニーズ”への対応を強みとして打ち出して
いる株式会社前田テクニカ。金属加工の
中小企業同士で結成したグループ「中部も
のづくりUNITED」では展示会への共同出
展からスタートして、おたがいの強みを生かし
ながら受注の拡大に繋げている。
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中小企業にとって他社との連携は飛躍のチャンスとなる。
金属加工業同士のグループ連携や海外企業との技術提携で

掴みとったチャンスを生かし、
事業を展開してきた2社の取り組みを紹介する。

インボイス制度ポイント解説
プロフェッショナル人材戦略拠点 「副業プロ人材」の活用
INPIT三重県知財総合支援窓口  コラム、相談事例・技術支援課トピック

連携からさらなる飛躍へ

相談事例 株式会社ダイギ（松阪市）
デジタルカタログギフトの特許出願をサポート特許／専門家派遣

詳しくはHPから

知的財産に関するご相談は…

INPIT三重県知財総合支援窓口
津窓口  TEL.059-253-8310

四日市窓口  TEL.059-327-5830

お問い合わせ先

ご相談時間　9：00から17：00まで
（土日・祝日・年末年始を除く）

P6
P7
P8

四日市電機株式会社株式会社前田テクニカ

　「Sincerely Thanks®」は、長年カタ
ログギフトに関わってきた経験をもと
に、「カタログギフトといえば分厚い冊
子のカタログから選ぶもの」という思い
込みから解き放たれたデジタルカタロ
グギフトとして立ち上げられました。「紙
のカタログをWebでも見られる」ので
はなく、カタログそのものがWeb上に
存在しているので、ギフトを選ぶところ

から注文ま
で、すべてが
Web上で完
結します 。
「印刷代・発
送代が不要」
「生ものなど
旬が短い商
品もOK（出
荷できる期

間だけWeb上に掲載）」「地産地消を
テーマに地元の商品を中心とし、商工
会議所等でも利用」という新しい仕組
みです。ライセンス契約で他県のギフト
業者へも展開することを想定して特許
出願の支援を行いました。また、当該シ
ステム自体を第三者に利用してもらうビ
ジネスモデルのライセンス契約締結に
ついても支援しました。

活用のきっかけ 相談概要
相談者からの声

みえ知財

知財相談「あるある」
イベントのキャラクターを描いてもらうときの注意点 窓口支援担当者　村上  一仁

相談対応者　野崎 隆男

　気軽に知人に依頼する場合など、よ
く見受けられることですね。何も問題
ないように見えますが、まれに大きな
問題になることがあります。
　例えば、イベントの会場に掲げる目
的でマスコットの絵のデザインをお
願いした際に、繰り返し使用している
うちに人気が高まり、そのマスコット
の絵を使ったTシャツや縫いぐるみ
を売り出したり、商標の出願をしたり
するなど、当初の目的にはなかった用
途で使うことが考えられます。新たな
目的に適合させるために、当初のデザ
インを加工して使用したくなること

もあるでしょう。しかし、もし勝手に
変更を加えてしてしまうと問題にな
るケースがあります。著作者との間で
デザインの変更について何の取り決
めもない場合には、著作者から「イベ
ントキャラクターという使用範囲で
引き受けたのであり、企画商品のデザ
インとして使うのであれば別途その
代金を支払って欲しい」と要求される
ことがあり得ます。他にも「そのデザ
インを勝手に変更
して使用すること
は認められない」
と主張される可能
性もあります。

コラム

詳細な取り決めをしないまま依頼 ロゴに使われているフォントが
問題になることもあります

三重ハイテクフォーラム
冬季交流会を開催しました

技術支援課トピック

交流会では講演会を開催。
会員でもある(株)ナベル代
表取締役社長の永井規夫
氏より、「美しいジャバラを
求めて」と題して事業承継

やイノベーション、企業における組織的課題などについ
てご講演いただきました。会員等から38名の参加があり、
活発な交流会となりました。三重ハイテクフォーラムは
異業種交流グループとして今年3月に20周年を迎え、今
後も工場見学会などを企画しています。新入会員も随時
募集中ですので技術支援課までお問い合わせください。

　デザインには著作権が発生します。
著作権が依頼主に譲渡されていなけ
れば、著作者が亡くなった場合、著作
者の法定相続人に引き継がれる可能
性があります。そうなると、相続者が
著作物の使用について何らかの主張
をしてくる可能性も否定できません。
　もう一つ大切なことは、デザインが
他人の著作物を流用していないと確
認することです。気づきにくいことで
すが、ロゴデザインにPCなどに標準
的に備えられているフォントの文字
を使用する場合、フォントによっては

商標出願に使用することを認めてい
ないものがあります。この点、デザイ
ンの製作者にはよく確認することが
望ましいと思われます。
　イベントや商標出願を目的とした
ロゴやキャラクターのデザインを依
頼する場合には、完成品の著作権の帰
属、著作者人格権の不行使、著作物が
第三者の権利を侵害していないこと
を明確にした契約を結んでおくこと
が望ましいと思われます。
　知財総合支援窓口ではこのような
相談をお受けしておりますので、気軽
にお声がけください、そして、トラブ
ルを未然に防止しましょう。

　㈱ダイギは昭和57年に設立し、
主な取引先であるＪＡ、葬儀会
社 、結婚式場、一般個人に対して
寝具や贈答品販売する事業を
行ってきました。時代の流れで、他
業態の参入や専門店の大型化、冠
婚葬祭の小規模化が進み、事業
は縮小。現在は、産直カタログギ
フト事業に特化し、主力商品は冠
婚葬祭関連となっています。さら
なる事業拡大を狙って開発した、
産直デジタルカタログギフト
「Sincerely Thanks®（シンシア
リーサンクス）」のシステムの独占
利用について三重県知財総合支
援窓口に相談があり、ビジネスモ
デル特許の出願に向けて支援を
行うこととなりました。

　三重県産業支援センターには以前からご
指導、ご支援をいただいてきました。カタログ
ギフトのデジタル化を進める際、特許出願に
ついてのご助言と、三重県知財総合支援窓口
のご紹介をいただきました。複数回にわたる
打ち合わせでシステムの仕組みや特徴をご説
明するなかで、特許出願に関するアドバイスや
ご支援をいただきました。今後の事業展開に
関する助言や、出願内容の特異性、優位性、
他社との差別化といった点についてもご指導
もいただいた結果、無事特許出願できました。
また、当該システムの利用に関するライセンス
契約書に関しても、契約書の重
要性、内容等について詳細なサ
ポートを行っていただきました。

代表取締役　山田信之さん

事業部技術支援課　TEL 059-253-1430

株式会社ダイギ
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特別情報会員制度のご案内

入会申込
に関して

会員特典
①広報紙「Miesc」の送付
②広報紙「Miesc」の広告料金の割引
③ホームページのバナー広告料金の割引
④広報紙「Miesc」約650か所への
　送付時のチラシ同封サービス割引
⑤インターネット情報提供
　（ID・パスワードを発行し、会員ページにおいて各種情報提供を行う）

三重県産業支援
センターでは、事
業の一環として、
会員制度を設置
し、中小企業に
関するいろいろ
な情報を、様々
な方法で提供す
るサ ー ビ スを
行っています。

入会申込の際は以下のページの入会申込書（PDF形式またはExcel形式）に必要事項を記入のうえ、当センター
までご提出ください。（FAX.059-226-4957）　　URL ： https://www.miesc.or.jp/info/membership/

入会金
および年会費

無料

12,300円
（税込）

年会費（1口）

入会金

公益財団法人三重県産業支援センター 北 勢 支 所

〒514-0004 三重県津市栄町1丁目891番地 三重県合同ビル5階・6階
TEL 059-228-3321　FAX 059-226-4957
https://www.miesc.or.jp/　? soumu@miesc.or.jp

〒510-0074 三重県四日市市鵜の森1丁目4-28 ユマニテクプラザ1階
TEL 059-327-5830　FAX 059-327-5831
https://www.miesc.or.jp/support/project/8/
? h-miesc@miesc.or.jp

Mie Industry and Enterprise Support Center


